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異物混合の調和、でなければ混沌を敢えてイメー ジすること。
それが、「らくがき」と「美術」の違いの一つだと思っている。異物と
は、時間のずれ、思想のずれ、立ち位置のずれ、方法のずれ、願
望のずれなどの様 な々差異（他者）をさす。定説（慣習）とのずれ、
核心とのずれなども含まれる。
同じ次元のものを組み合わせて、あるいは、省いて「カタチ」をつ
くること。
次元の異なるものを重ねていく仕事。
継続の成果として、現実感ある構造のシンプルな出現。
究極の「調和」か、究極の「混沌」か、いずれが相応しいかは、
状況により変わる。その存在の意味が問われるためには、振り幅
は大きいほうが良い。つまり、破綻と隣り合わせの経過をたどる。そ
して、この過程に異物は必要である。
これは、制作過程の実感から得た個人の人生観である。また、
日常生活や社会活動において拠り所とする個人の姿勢でもある。
ドロ イーングは、他者（社会）の振る舞いの「根」を理解し、場にお
いての自分の処し方を探すことと密接に繋がっている。その経過
は痕跡として残る、後にまた、振り返ることが出来る。
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■ドライな植物を描く （自重からの解放）
自然の摂理が造り出す生物の造形には、近づくことすら、かな
わない。
殊に、水分を失って「羽毛のような軽さ」を獲得した植物は、
自重との拮抗を維持しながらも様 な々カタチに変化し続ける。
それは、偶然と必然がせめぎ合うような、唯一無二の「調和」
あるいは「混沌」と言える。
■組み合わせて描く （視野のひろがり）
スケッチブックの見開きに並ぶ一組みのドロ イーングを、あるが
ままにイメー ジの広がりとして捉える。また、画面の外側の図像や
質感が干渉し、さらにイメー ジは広がる。
■重ねて描く （構想と試行）
他者の線に自分の線を重ねて描く。過去の線に今の線を重
ねて描く。コラージュ技法などを併用する。これらを繰り返して
イメー ジの深化をはかる。
■素材を選んで描く （制作のマネー ジメント）
素材の特質と、個の思考や感覚のスピ ドーとの接点を探す。
それが緊張と緩慢の良い流れ（リズム）をつくる。
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